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践
事
例
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TEL◎ 0220-53-2002

URL◎ http://www.tome-svr.jp/̃touwa-chu/html/

公開研究会◎ 未定

　
宮
城
県
北
部
に
位
置
す
る
東
和
中
学
校
は
、
校
区

の
約
80
％
を
山
林
が
占
め
る
。
か
つ
て
は
林
業
が
主

要
産
業
だ
っ
た
が
、
現
在
は
兼
業
農
家
の
家
庭
が
多

い
。
生
徒
数
は
10
年
前
に
比
べ
て
ほ
ぼ
半
減
し
、
今

は
１
学
年
２
学
級
の
小
規
模
校
だ
。

　
同
校
に
対
す
る
地
域
の
関
心
は
極
め
て
高
い
。
特

に
部
活
動
に
熱
心
で
、
保
護
者
の
強
力
な
支
援
を
受

け
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
全
国
優
勝
し
た
他
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
は
県
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
強
豪
だ
。

　
一
方
、
学
習
面
で
は
課
題
が
あ
っ
た
。
全
国
や
県

の
学
力
と
比
較
す
る
と
、
登
米
市
全
体
の
平
均
は
や

や
低
か
っ
た
。
詳
し
く
分
析
し
た
結
果
、
子
ど
も
の

家
庭
学
習
時
間
の
平
均
が
、
全
国
や
県
の
平
均
よ

り
も
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
市
は

２
０
０
９
年
度
か
ら
学
力
向
上
策
の
中
に
「
家
庭
学

習
の
定
着
」
を
位
置
付
け
、
具
体
策
と
し
て
、
授
業

と
家
庭
学
習
を
連
動
さ
せ
る
取
り
組
み
で
あ
る
「
登

米
っ
子
学
習
」
を
市
立
の
全
小
・
中
学
校
で
実
践
す

る
こ
と
に
し
た
。
東
和
中
学
校
は
そ
の
研
究
指
定
を

受
け
た
。

　
同
校
で
は
「
宿
題
を
出
す
」
と
い
う
指
導
が
定
着

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
で
授

業
と
の
関
連
を
重
視
し
た
課
題
を
宿
題
に
し
て
、
生

徒
が
家
庭
学
習
に
取
り
組
む
必
然
性
を
つ
く
る
こ
と

を
ね
ら
い
と
し
た
。

　「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
導
入
の
ね
ら
い
は
、
授
業
の

質
を
高
め
る
こ
と
に
も
あ
る
。
同
校
は
小
規
模
校
の

た
め
、
教
師
は
全
員
で
12
人
、
９
教
科
の
う
ち
６
教

科
は
教
科
担
任
が
１
人
ず
つ
し
か
い
な
い
。
そ
の
た

め
、教
師
が
授
業
力
を
高
め
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。

08
年
度
に
赴
任
し
た
吉
沢
真
介
校
長
は
そ
う
し
た
課

題
を
目
の
当
た
り
に
し
、
教
科
を
超
え
た
教
師
全
員

の
参
加
に
よ
る
校
内
授
業
研
究
会
を
増
や
し
た
。
当

初
、
教
師
は
他
教
科
の
担
当
と
意
見
交
換
を
す
る
こ

と
に
消
極
的
だ
っ
た
が
、
授
業
と
家
庭
学
習
を
連
携

さ
せ
る
「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
を
全
校
挙
げ
て
実
践
し
、

そ
れ
を
起
爆
剤
と
し
て
、
教
師
の
こ
う
し
た
状
況
を

打
破
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
の
だ
。

「
サ
イ
ク
ル
学
習
」で
授
業
と

家
庭
学
習
の
質
を
高
め
る

宮
城
県

登と

米め

市
立
東
和
中
学
校

予
習
課
題
、
レ
デ
ィ
ネ
ス
課
題
、
復
習
課
題
│
│
。
登
米
市
立
東
和
中
学
校
は
、

全
学
年
、
授
業
で
毎
回
出
す
課
題
の
ね
ら
い
を
明
確
化
。
授
業
と
連
動
し
た
宿
題
を
出
し
、

授
業
と
家
庭
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

小
規
模
校
で
の

「
授
業
力
向
上
」が
課
題

学
校
と
生
徒
の
様
子
、課
題

http://www.tome-svr.jp/~touwa-chu/html/
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「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 4 回

意欲を引き出す「家庭学習」指導

「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
は
、
授
業
↓
「
サ
イ
ク
ル
学

習
課
題
」（
宿
題
）
に
よ
る
家
庭
学
習
↓
「
朝
の
学

び
合
い
」
↓
次
の
授
業
、
と
い
う
順
で
行
う
の
が
基

本
と
な
る
。
同
校
の
「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
の
実
践
を

通
し
た
目
標
は
「
わ
か
っ
て
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

だ
。
具
体
的
な
方
法
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

❶
「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」（
宿
題
）
を
、
原
則
と

し
て
全
学
年
、
全
教
科
の
授
業
で
毎
時
間
出
し
、

次
時
の
授
業
へ
の
興
味
・
関
心
を
維
持
す
る
と
共

に
、
次
時
の
生
徒
の
レ
デ
ィ
ネ
ス
を
そ
ろ
え
る
。

❷
火
曜
日
か
ら
金
曜
日
は
、
朝
15
分
間
の
「
朝
の
学

び
合
い
」
の
時
間
で
、生
徒
が
４
人
１
組
と
な
り
、

そ
の
日
が
期
日
の
「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」
に
取

り
組
ん
で
き
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
分
か
ら
な

か
っ
た
内
容
が
あ
れ
ば
班
内
で
教
え
合
い
、
学
習

内
容
の
定
着
を
図
る
。

❸
授
業
で
は
、
課
題
解
決
型
の
指
導
を
心
掛
け
る
。

研
究
主
任
の
佐
々
木
貴
子
先
生
は
、
全
教
科
に
お

い
て
「
サ
イ
ク
ル
学
習
課

題
」
を
課
す
理
由
を
次
の

よ
う
に
話
す
。

「
生
徒
た
ち
の
思
考
力

や
活
用
す
る
力
を
伸
ば
す

た
め
に
は
、
実
技
教
科
の

宿
題
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

授
業
と
家
庭
学
習
が
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
生
徒

た
ち
に
実
感
さ
せ
る
た
め

に
、
す
べ
て
の
教
科
で
毎

授
業
、『
サ
イ
ク
ル
学
習

課
題
』を
出
し
て
い
ま
す
」

写真 黒板の横にあるホワイトボードに、「サイクル学習課題」がまとめ
て書かれている。各教科15 分程度で終わる量が目安

に結び付く課題、
意欲の喚起

自ら課題を見つけ
自ら解決する力

課題の設定、目標分析、学習形態の

家庭学習
自分の意見の確立、
次時の学習内容の把握

意見の交流、
レディネス、
授業への見通し

❷
朝の学び合い

❶
「サイクル学習課題」

（宿題）

❸授業

登
米
市
立
東
和
中
学
校

佐
々
木
貴
子

研
究
主
任
、
国
語
科
担
当
。「
常
に
生
徒
に

伝
え
て
い
る
こ
と
は
、『
今
は
た
だ
、
可
能

性
の
み
追
求
せ
よ
！
』」

登
米
市
立
東
和
中
学
校
校
長

吉
沢
真
介

「
い
つ
何
時
、
ど
ん
な
生
徒
の
前
に
出
て
も
、

授
業
を
成
立
さ
せ
ら
れ
る
教
師
で
あ
り
た
い
」

◎
概
要

全
学
年
、
全
教
科
で

毎
回
宿
題
を
課
す

取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト

次時に関する課題を出し授業への
意欲を喚起する「サイクル学習」

◎「サイクル学習」は、家庭学習時間の確保が
目的ではなく、授業への意欲を喚起させること
が目的である。次時に関連する「サイクル学習
課題」に家庭学習として取り組ませることによっ
て、学力の差にかかわらず、クラス全員が授業
に見通しを持って取り組めるようにしている。
これを繰り返すことによって、学習意欲を高め、
家庭学習に自律的に取り組めるようになること
もねらいだ。
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　　「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
の
最
大
の
特
色
は
、
授
業
と

家
庭
学
習
を
関
連
付
け
、
ね
ら
い
を
明
確
に
し
た
課

題
を
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
べ
て
の
教
科
で

毎
回
課
題
を
出
す
と
い
っ
て
も
、
授
業
中
に
終
わ
ら

な
か
っ
た
問
題
を
課
題
に
す
る
よ
う
な
、
そ
の
場
し

の
ぎ
の
出
し
方
は
し
な
い
。
次
の
三
つ
の
う
ち
の
い

ず
れ
か
の
意
図
を
「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」
に
持
た

せ
る
よ
う
、
教
師
は
意
識
し
て
課
し
て
い
る
。

❶
予
習
課
題
│
次
時
で
学
習
す
る
内
容
に
興
味
・
関

心
を
抱
か
せ
る
。
ま
た
は
、
自
ら
課
題
を
発
見
さ

せ
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
喚
起
す
る
。

❷
レ
デ
ィ
ネ
ス
課
題
│
次
時
の
学
習
の
ね
ら
い
を
達

成
す
る
た
め
に
必
要
な
既
習
事
項
を
確
認
す
る
。

❸
復
習
課
題
│
習
得
し
た
知
識
・
技
能
の
確
実
な
定

着
を
図
り
、
次
時
に
行
う
テ
ス
ト
に
備
え
る
。

　
こ
の
三
つ
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
佐
々
木
先
生
は
、「
単
元
の
導
入
部
分
で

は
予
習
型
の
課
題
を
、
単
元
の
最
後
の
ま
と
め
で
は

復
習
型
の
課
題
を
中
心
に
出
題
す
る
と
い
う
よ
う

に
、
教
師
一
人
ひ
と
り
が
授
業
に
合
わ
せ
て
考
え
て

い
ま
す
」
と
話
す
。

　
佐
々
木
先
生
の
担
当
教
科
で
あ
る
国
語
の
場
合
、

単
元
の
導
入
部
分
で
は
漢
字
練
習
や
意
味
調
べ
を
課

題
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
他
に
は
、
題
材
の
内
容
に

対
す
る
興
味
を
引
き
出
す
よ
う
な
予
習
型
の
課
題
を

出
す
こ
と
も
あ
る
。
単
元
の
最
後
の
ま
と
め
で
は
復

習
型
の
課
題
を
出
す
こ
と
が
多
く
、
週
末
を
挟
ん
で

取
り
組
ま
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
予
習
型
の
課
題
を
出
す
目
的
を
、
佐
々
木
先
生
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
予
習
を
す
る
と
授
業
で
新
た
な
発
見
や
刺
激
が

損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
間
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。
次
の
授
業
の
学
習

内
容
へ
の
関
心
が
低
け
れ
ば
、
授
業
で
獲
得
で
き
る

刺
激
も
少
な
い
の
で
す
」

　「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」
の
研
究
の
初
年
度
だ
っ

た
09
年
度
の
１
年
間
、
ど
の
教
師
も
い
つ
ど
の
よ
う

な
課
題
を
出
し
た
か
を
記
録
し
て
き
た
。
こ
の
積
み

重
ね
を
生
か
し
て
、
10
年
度
の
年
間
指
導
計
画
に
は

「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
を
あ
ら
か
じ
め
組
み
込
ん
で
い

る
。

　「『
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
』
の
出
し
方
は
、
授
業
の

組
み
立
て
方
に
大
き
く
か
か
わ
り
ま
す
。
１
年
間
、

研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
と
は
い
え
、
課
題
の
出
し

方
が
成
功
す
る
こ
と
よ
り
、『
別
の
課
題
の
方
が
良

か
っ
た
の
で
は
』
と
反
省
す
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多

い
の
が
現
状
で
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
二
つ
め
の
特
色
は
、「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」
と

授
業
と
の
間
に
行
う
「
朝
の
学
び
合
い
」
に
あ
る
。

　「
朝
の
学
び
合
い
」
で
は
、
ま
ず
４
人
１
組
の
班

で
そ
の
日
の
「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」
に
取
り
組
ん

で
き
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
加
え
て
、
教
科
担

任
が
話
し
合
う
よ
う
に
指
示
し
て
お
い
た
課
題
に
つ

い
て
、
生
徒
同
士
で
意
見
を
交
換
す
る
。
課
題
が
分

か
っ
た
生
徒
が
分
か
ら
な
か
っ
た
生
徒
に
教
え
た

り
、
他
の
生
徒
の
考
え
を
聞
い
て
「
な
る
ほ
ど
」
と

思
っ
た
部
分
を
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ん
だ
り
す
る
。

　
佐
々
木
先
生
は
「
朝
の
学
び
合
い
」
を
次
の
よ
う

に
評
価
す
る
。

　「
分
か
ら
な
く
て
出
来
な
か
っ
た
生
徒
に
、
出
来

た
生
徒
が
教
え
る
と
い
う
学
び
合
い
が
生
ま
れ
た
の

は
、
大
き
な
成
果
で
し
た
。
課
題
が
出
来
な
か
っ
た

生
徒
も
『
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
』
と
あ
る
程
度
理

解
し
た
上
で
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
力
が
低
い
生
徒
が
、
以
前
よ
り
自
信
を
持
っ
て
授

業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
10
年
度
は
、
班
単
位
に
よ
る
「
学
び
合
い
フ
ァ
イ

ル
」
を
導
入
し
た
。
課
題
の
チ
ェ
ッ
ク
表
や
話
し
合

い
の
結
果
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
い
く
も
の
だ
。
学

級
担
任
が
放
課
後
な
ど
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
各
班
の
状

況
を
把
握
し
、
指
導
に
生
か
し
て
い
る
。

　
多
く
の
生
徒
が
課
題
に
取
り
組
ん
で
く
る
が
、
一

部
に
は
忘
れ
て
く
る
生
徒
も
い
る
。
そ
う
し
た
生
徒

に
は
、
学
級
担
任
や
教
科
担
任
が
昼
休
み
や
放
課
後

に
粘
り
強
く
個
別
に
指
導
し
て
い
る
。

　「
小
さ
い
学
校
で
す
か
ら
、『
Ａ
君
は
今
日
、
課
題

を
や
っ
て
き
て
い
な
い
』
と
い
っ
た
情
報
は
す
ぐ
耳

に
入
っ
て
き
ま
す
。
学
級
担
任
と
教
科
担
任
が
連
携

し
て
、生
徒
に
働
き
掛
け
て
い
ま
す
」（
佐
々
木
先
生
）

◎「
サ
イ
ク
ル
学
習
課
題
」の
内
容

年
間
指
導
計
画
に

日
々
の
課
題
内
容
を
盛
り
込
む

◎「
朝
の
学
び
合
い
」

家
で
課
題
が
出
来
な
か
っ
た
生
徒
も

自
信
を
持
っ
て
授
業
に
臨
め
る
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意欲を引き出す「家庭学習」指導

時間

単元 平行と合同（２時間目）

到達目標 ｎ角形の外角の和が分かる

サイクル
学習課題

１．n角形の内角の和を求める公式は？

２．（１）八角形の内角の和を求めなさい

２．（２）三角形の外角と内角の和を求めなさい

１．n角形の内角の和を求める公式は？

２．（１）八角形の内角の和を求めなさい

２． （２）三角形の外角と内角の和を求めなさい

学習内容・活動 指導上の留意点

復習課題

レディネス課題

復習課題

◎復習課題の答え合わせ
◎近くの席の生徒同士がお互いの解答を見せ合って答え合わせ

・前時の授業での既習事項の確認問題。生徒たちに答えさせる
（答え）180°×（ｎー２）

・前回の授業の既習事項の確認問題。生徒たちに答えさせる
（答え）180°×（8ー2）＝180°×6＝1080°

次の課題は「外角と内角の和」という既習事項を組み合わせて考える課題で
あることを説明
三角形の外角とはどこかを生徒に問い掛け、生徒に外角を記入させる

・レディネス課題の答えを生徒たちに発表させる
・生徒から520°、360°、540°の 3つの予想が出た
・一箇所の外角と内角の和が 180°。三角形ではそれが 3 つあるから540°で
あることを解説  　（答え）540°

「正解を聞いているのではありません。予
想でいいからどんどん発表してください」
と繰り返し言い、生徒の多様な考えを引き
出すように工夫

レディネス課題では、正解を出すことより
自分で考えることを大切にするようにと声
を掛ける

◎三角形の外角と内角の和の出し方を踏まえて、多角形の外角の和の授業を
展開

・４人１組の班での「学び合い」を中心に、好きな多角形の外角と内角の和
を計算させる

・多角形の外角の和は（外角と内角の和）ー（内角の和）であることを用いて、
「十二角形」や「二十角形」などのさまざまな多角形の外角の和を、生徒
たちが黒板に出て発表

・すべて360°になった

導入

①正八角形の１つの外角の大きさを求めなさい

②１つの外角が30°である正多角形は何角形ですか

◎多角形の外角の和は360°であることを確認
◎次の授業の「サイクル学習課題」を提示

まとめ

展開

「サイクル学習課題」を取り入れることによってレディネスが高まり、授業では学び合いや新たな問題に挑戦す
る時間を確保できるようになりました。

伊澤先生のコメント

４人１組の班で向かい合って相談し合う
「学び合い」の時間を設定

この日は「朝の学び合い」の時間が取れなかったため、
チャイムが鳴る前に互いに「サイクル学習課題」に取り組んできたかを確認させた

サイクル
学習課題

図 「サイクル学習課題（宿題）」とリンクした授業例　（２年生数学・伊澤ゆかり先生）
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校
内
授
業
研
究
会
の
方
法
を
、「
サ
イ
ク
ル
学
習
」

の
導
入
を
契
機
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に
変
え

た
。

　
教
師
全
員
を
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
討
議
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
発
表

す
る
。
グ
ル
ー
プ
の
分
け
方
は
そ
の
都
度
変
え
て
お

り
、
時
に
は
抽
選
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
進
行
役
と
な
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
や

記
録
係
と
い
っ
た
役
割
分
担
も
、
そ
の
場
の
抽
選
な

ど
で
決
め
る
こ
と
が
多
い
。
特
定
の
教
師
だ
け
が
発

言
す
る
状
況
を
避
け
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
も
役
割
を

固
定
化
せ
ず
に
、
誰
も
が
発
言
で
き
る
環
境
に
し
て

い
る
。

　「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
取
り
上
げ
る
内
容
は
研
究

主
任
が
調
整
し
ま
す
が
、
焦
点
化
す
る
切
り
口
は
そ

の
時
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
も
違
い
ま

す
。
授
業
の
ね
ら
い
を
達
成
で
き
た
か
ど
う
か
と
い

う
視
点
だ
け
は
外
さ
な
い
よ
う
に
し
、
必
ず
話
し
合

い
の
軸
に
し
て
い
ま
す
」（
吉
沢
校
長
）

　「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
は
始
ま
っ
て
２
年
目
と
な
り
、

生
徒
の
学
習
の
様
子
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
表
れ
て

き
た
と
、
佐
々
木
先
生
は
話
す
。

　「
た
だ
受
け
身
で
授
業
を
聞
い
て
い
る
の
で
は
な

く
、
次
の
授
業
で
何
を
勉
強
す
る
の
か
を
考
え
、
主

体
的
に
学
ぶ
意
識
を
持
つ
生
徒
が
増
え
て
き
た
と
感

じ
ま
す
」

　
目
に
見
え
て
変
わ
っ
て
き
た
の
は
、「
自
学
ノ
ー

ト
」
へ
の
取
り
組
み
方
だ
。
こ
れ
は
、「
サ
イ
ク
ル

学
習
課
題
」
と
は
別
に
、
家
庭
学
習
と
し
て
取
り
組

む
教
科
や
内
容
を
自
分
で
選
ん
で
勉
強
し
、
毎
日
提

出
す
る
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
以
前
は
大
き
な
字
で
漢
字

や
英
単
語
を
書
く
だ
け
の
生
徒
が
多
か
っ
た
が
、「
サ

イ
ク
ル
学
習
課
題
」
を
課
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

授
業
内
容
を
復
習
す
る
生
徒
が
増
え
た
。

　
成
果
は
数
値
に
も
表
れ
て
い
る
。
家
庭
学
習
時
間

の
調
査
で
は
、「
30
分
未
満
」「
30
分
か
ら
１
時
間
」

の
割
合
が
減
っ
て
き
て
い
る
。

　「
授
業
で
よ
り
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
た
め
に
、
家

庭
学
習
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
、
生
徒
に
少

し
ず
つ
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
生
徒
自
身

が
自
分
で
学
び
の
計
画
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
力
を

付
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
力
は
、
高

校
や
大
学
で
の
学
び
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
単
に

プ
リ
ン
ト
を
課
す
だ
け
で
な
く
、
計
画
の
立
て
方
や

勉
強
の
仕
方
が
身
に
付
く
た
め
の
家
庭
学
習
指
導
が

必
要
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
深
め
て
い
く
の
が
今
後
の

課
題
で
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
教
師
も
変
わ
っ
た
。
先
を
見
通
し
た
授
業
づ
く
り

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
だ
。

　「
家
庭
学
習
で
何
に
取
り
組
ま
せ
る
か
ま
で
を
考

え
て
授
業
計
画
を
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大

き
な
変
化
で
す
。
次
の
授
業
で
何
を
す
る
か
を
明
確

に
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
け
れ
ば
、
的
確
な
課
題
は
出
せ

ま
せ
ん
。
更
に
、
授
業
の
終
わ
ら
せ
方
も
変
わ
り
ま

し
た
。『
時
間
が
な
か
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
』
と
い

う
中
途
半
端
な
終
わ
り
方
で
な
く
、
授
業
の
ね
ら
い

を
完
結
さ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
佐
々
木
先

生
）

　
こ
れ
ま
で
の
授
業
研
究
会
で
は
意
見
交
換
が
活
発

で
な
い
面
も
あ
っ
た
が
、「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
を
取

り
入
れ
て
、
校
内
研
修
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
に

切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
の
教
師
が
積
極
的
に

発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、
授
業
改
善
に
意
欲
を
持
つ

教
師
が
増
え
て
き
た
。
研
究
を
始
め
た
当
初
は
、
研

究
主
任
、
ま
た
は
指
導
主
事
ら
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
担
っ
て
い
た
が
、
今
は
ど
の
教
師
も
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
吉
沢

校
長
は
今
後
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　「
教
科
指
導
力
の
向
上
が
重
要
だ
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
教
科
担
当
が
１
教
科
に
つ
き
１
、２
人
し
か

い
な
い
本
校
で
は
研
修
に
も
限
界
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
家
庭
学
習
を
テ
ー
マ
に
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
教
科
の
壁
を
超
え
て
教
師
た
ち
が

一
緒
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
、
授
業
力
を
高
め
て

い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
ま
し
た
。
取
り

組
み
の
成
果
と
課
題
を
教
師
間
で
共
有
し
な
が
ら
、

今
後
も
授
業
力
の
向
上
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

次
に
何
を
学
ぶ
の
か
を
意
識

自
主
学
習
の
内
容
が
変
わ
る

成
果
、
今
後
の
課
題

◎
校
内
研
修
体
制
の
改
革

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で

誰
も
が
発
言
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
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特集

「学力保障」のために、移行期間の今できること
第 4 回

意欲を引き出す「家庭学習」指導

　
東
和
中
学
校
の
取
り
組
み
で
優
れ
て
い
る
点
は
、

家
庭
学
習
を
「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
に
組
み
込
み
全
校

で
行
っ
て
い
る
こ
と
と
、「
朝
の
学
び
合
い
」
に
あ

り
ま
す
。
私
が
見
学
し
た
授
業
で
は
、
生
徒
に
疑
問

点
を
考
え
さ
せ
た
り
調
べ
さ
せ
た
り
す
る
課
題
を
与

え
て
い
ま
し
た
。
生
徒
が
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を

持
ち
寄
っ
た
上
で
授
業
を
展
開
す
る
こ
と
で
驚
き
や

発
見
が
生
ま
れ
、授
業
が
よ
り
深
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
は
、
家
庭
学
習
時
間
の
確
保

が
目
的
で
は
な
く
、
家
庭
学
習
を
通
し
て
授
業
に

対
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
生
徒

が
「
さ
っ
き
の
授
業
、
ど
う
思
っ
た
？
」
と
休
み
時

間
に
話
題
に
し
た
り
、「
こ
ん
な
も
の
を
見
つ
け
た
」

と
自
己
学
習
し
た
り
と
、「
授
業
と
授
業
の
間
」
の

学
習
を
促
す
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
す
。

　「
学
力
下
位
層
に
は
知
識
定
着
の
宿
題
以
外
は
無

理
」
と
お
考
え
の
先
生
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

誤
解
で
す
。
知
識
の
定
着
以
上
に
「
見
方
・
考
え
方
」

を
問
う
課
題
は
、
特
に
上
位
層
と
下
位
層
に
有
効
で

す
。
上
位
層
に
と
っ
て
は
自
分
の
知
識
を
自
由
に
使

い
こ
な
せ
る
か
ら
面
白
い
し
、
下
位
層
に
と
っ
て
は

知
識
以
外
で
勝
負
で
き
ま
す
か
ら
「
自
分
も
分
か
っ

た
」
と
授
業
に
参
加
で
き
る
喜
び
を
感
じ
や
す
く
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、「
教
育
問
題
」
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。
知
識
に
差
が
あ
っ
て
も
教
育
学
者
も
教
師
も

保
護
者
も
同
じ
土
俵
で
議
論
で
き
ま
す
。
こ
れ
と
同

じ
で
す
。「
見
方
・
考
え
方
」
を
「
サ
イ
ク
ル
学
習
」

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
下
位
層
の
生

徒
に
知
識
習
得
へ
の
欲
求
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

　
相
対
評
価
の
時
代
に
は
、
生
徒
間
の
知
識
の
差
を

利
用
し
た
学
習
観
が
主
流
で
し
た
。
し
か
し
今
は
、

解
釈
や
表
現
の
勝
負
と
な
る
絶
対
評
価
時
代
の
学
力

向
上
策
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　「
サ
イ
ク
ル
学
習
」
の
充
実
の
た
め
に
は
、
次
の

三
つ
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
一
つ
め
は
、
授
業
と
授
業
の
間
を
家
庭
学
習
で
つ

な
ぐ
サ
イ
ク
ル
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

　
二
つ
め
は
、
授
業
と
定
期
テ
ス
ト
の
サ
イ
ク
ル
で

す
。
授
業
で
考
え
た
こ
と
、
体
験
し
た
こ
と
が
テ
ス

ト
の
得
点
に
結
び
付
け
ば
、
生
徒
の
強
い
学
習
意
欲

に
つ
な
が
り
ま
す
。
逆
に
、
授
業
に
課
題
解
決
の
た

め
の
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
も
、
テ
ス
ト
で

単
に
語
句
を
答
え
さ
せ
る
よ
う
な
出
題
を
し
て
い
て

は
、
生
徒
に
「
活
動
は
遊
び
で
す
よ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
す
。

　
三
つ
め
は
、
定
期
テ
ス
ト
同
士
を
つ
な
ぐ
サ
イ
ク

ル
で
す
。
定
期
テ
ス
ト
の
範
囲
が
変
わ
っ
て
も
、
テ

ス
ト
の
問
題
形
式
が
同
じ
で
は
も
っ
た
い
な
い
話
で

す
。
例
え
ば
、
１
学
期
の
中
間
テ
ス
ト
は
理
由
を
表

現
さ
せ
る
形
式
、
期
末
テ
ス
ト
は
比
較
さ
せ
て
表
現

さ
せ
る
形
式
な
ど
、
１
年
間
の
見
通
し
を
持
っ
て
テ

ス
ト
を
設
計
す
る
と
、
生
徒
の
学
習
意
欲
が
よ
り
高

ま
る
は
ず
で
す
。

　
ま
ず
は
１
学
期
分
の
宿
題
と
授
業
と
定
期
テ
ス
ト

の
サ
イ
ク
ル
を
設
計
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
生
徒
に
何
を
理
解
さ
せ
、
何
に
驚
い
て
も
ら
う

の
か
。
ベ
テ
ラ
ン
の
先
生
な
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
を
か

け
ず
に
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

東
北
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
准
教
授

登
米
市
立
東
和
中
学
校
学
力
向
上
ア
ド
バ

イ
ザ
ー

谷
口
和
也

た
に
ぐ
ち
・
か
ず
や
　
広
島
大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
課
程
修

了
。
大
学
院
生
時
代
に
公
立
中
学
校
で
非
常
勤
講
師
を
経
験
。
岩
手

大
教
育
学
部
助
教
授
等
を
経
て
、
現
職
。
専
門
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
。

数
校
の
公
立
・
私
立
中
学
・
高
校
で
授
業
や
テ
ス
ト
の
開
発
に
携
わ
る
。

２
０
０
９
年
か
ら
東
和
中
学
校
の
学
力
向
上
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。

「
知
識
」か
ら「
見
方
・
考
え
方
」を
問
う

課
題
設
定
へ
の
転
換
が
鍵

◎
取
り
入
れ
た
い
考
え
方

多
様
な
見
方
を
生
み
出
す
課
題
で

生
徒
全
体
の
底
上
げ
が
可
能
に

◎
取
り
組
み
を
深
め
る
視
点

宿
題
・
授
業
・
テ
ス
ト
の

全
体
を
見
通
し
た
設
計
を

自
校
化
の
視
点




